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学習に関する意識・実態

－「学習に関する意識・実態調査」の分析より－

●第３回学習基本調査 中学生版

第１章



中学生は、学校での勉強をどのようにとら

えているのだろうか。それぞれの教科等を「ど

のくらい好きか」「どのくらい理解している

か」「特にがんばって勉強したいものはどれ

か」の３点について尋ねてみた。なお、今回

は、すでに移行措置によって先行実施されて

いる「総合的な学習の時間」も選択肢に加え

られている。

まず、中学生が一番好きな教科は、「体育」

で６７．０％に及び、他を引き離している（「と

ても好き」「まあ好き」の合計：表１－１－

１）。以下、「美術」（４９．３％）が２番目に支

持され、「音楽」「理科」「技術・家庭」「国

語」「社会」「英語」が僅差の４０％台で続いて

いる。極端に嫌われている教科等がない代わ

りに、圧倒的多数が「好き」という教科等も

ない。今回新たに導入された「総合的な学習

の時間」は３８．５％にとどまっており、「履修

したことがない」中学生を除いて計算し直し

ても４０％強にすぎない。「好き嫌い」という

次元で考える限り、「総合的な学習の時間」

は学校での勉強に大きな変化をもたらしてい

るとは言えない。

性別にみると、教科の好き嫌いには大きな

男女差がみられる（同表）。男子が極端に好

む教科等は「理科」（男女差＝１９．５％）、「数

学」（１３．４％）、「体 育」（１１．９％）、「社 会」

（１０．５％）、「技術・家庭」（１０．３％）であり、

女子は「音楽」（２９．３％）、「美術」（１４．７％）、

「国語」（１３．８％）を好む傾向がある。この教

科の選好は、その後の進路選択パターンに反

映されることになる。

第１回・第２回調査と比べて、いくつか目

立った変化がみられた（図１－１－１）。特

に、第２回調査で１０ポイント前後も率を伸ば

した「理科」「数学」であるが、第３回調査

では、いずれも６ポイントの減少となってい

る。また、「とても嫌い」「まあ嫌い」という

中学生の割合は、各教科ともほとんど変化を

示さなかったが、唯一「社会」はこの１０余年

で８ポイント以上増加し、「嫌い」と回答す

る生徒が増えている（基礎集計表参照）。

第１節 中学生の学習行動

１．学校での学習の様子

�好きな教科・嫌いな教科
中学生の一番好きな教科は「体育」、次いで「美術」に人気が集まる。こう
した好き嫌いは、男女で大きな違いがある。第２回調査で人気を回復した「理
科」「数学」は、ふたたび「好き」と回答する割合が低下している。

Ｑ あなたは、次の教科や学習の時間の勉強がどのくらい好きです

か。
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表１－１－１ 好きな教科（性別）

注１）数値は「とても好き」と「まあ好き」の合計。
注２）「総合的な学習の時間」にだけ、選択項目の中に「履修したことがない」（５．４％）が含まれる。
注３）
 	は男女で１０％以上差があるもの。
注４）（ ）内はサンプル数。

全体（２５０３） 男子（１３０７） 女子（１１８４）

国 語 ４３．２ ３６．７ ５０．５

社 会 ４２．８ ４７．７ ３７．２

数 学 ３９．４ ４５．８ ３２．４

理 科 ４６．８ ５６．１ ３６．６

英 語 ４２．８ ４０．５ ４５．２

音 楽 ４６．９ ３２．９ ６２．２

美 術 ４９．３ ４２．３ ５７．０

体 育 ６７．０ ７２．７ ６０．８

技術・家庭 ４５．０ ５０．０ ３９．７

総合的な学習の時間 ３８．５ ３９．２ ３７．６

（％）
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図１－１－１　好きな教科（時系列）�

注１）数値は「とても好き」と「まあ好き」の合計。�
注２）サンプル数は第１回２５４４人、第２回２７５５人、第３回２５０３人。�
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中学生は、「５教科」の授業をどの程度理

解しているのか。彼らの自己評価をもとに、

およその傾向を探ってみた。「ほとんどわか

っている」と「７０％くらいわかっている」を

加えた割合でみると、「数学」（５３．５％）と「国

語」（５３．４％）が比較的高いが、他の３教科

も４割台に達している。性別による違いには、

前項の教科等の「好き嫌い」がそのまま投影

された形となっている（表１－１－２）。

時系列でみると、一貫して低下している教

科はなく、特に「国語」「社会」「数学」では

第２回調査よりもいくらか増えている（同表）。

また、「ほとんどわかっていない」層が増加

傾向にあるとはいえず（基礎集計表参照）、

少なくとも中学生の意識の中では理解度は低

下していないといってよい。

�授業の理解度
５教科の授業の理解度では、「数学」と「国語」を比較的高く自己評価して
いる。「国語」「社会」「数学」は第２回調査よりも上昇し、中学生の意識の
中では、理解度は低下していないようだ。

表１－１－２ 授業の理解度（時系列・性別）

注１）数値は「ほとんどわかっている」と「７０％くらいわかっている」の合計。
注２）
 	は男女で１０％以上、＜ ＞は５％以上差があるもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）
第３回

男子（１３０７） 女子（１１８４）

国 語 ４５．８ ４７．０ ５３．４ ４９．８ ５７．４

社 会 ４３．３ ３８．５ ４３．３ ４９．８ ３６．０

数 学 ４６．４ ５２．４ ５３．５ ５８．２ ４８．３

理 科 ４１．１ ４８．９ ４６．５ ５４．９ ３７．１

英 語 ３９．３ ４６．０ ４５．７ ４４．５ ４７．０

学校の授業をどのくらい理解していますか（わかっていますか）。

（％）

＜

	

＞
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中学生は、どんな教科等を「がんばって勉

強したい」と考えているのだろうか。「特に

がんばりたいと思うもの」を３つあげてもら

った。

もっとも多かったのは、「英語」（５８．７％）

で、これに「数学」（５５．１％）が続く。１割

ほど差をあけられて「社会」（４４．５％）があ

がっており、３割を超えるのはこの３教科だ

けだった。以下、「体育」（２９．６％）、「理科」

（２９．０％）、「国語」（２７．１％）が比較的多い。

これに対して、「技術・家庭」（８．５％）や「総

合的な学習の時間」（９．８％）をあげる者はき

わめて少ない。これらは、「がんばって勉強

する」ような教科・時間としてはとらえられ

ていないのかもしれない（表１－１－３）。

性別でみると、女子が「音楽」「数学」「英語」、

男子が「国語」「理科」「体育」をあげる傾向

が強いことがわかる。

時系列変化については、第３回調査では「総

合的な学習の時間」が新たに選択肢に加えら

れたので単純な比較はできない。ただし、第

１回調査の結果と比べると、これまで「がん

ばって勉強したい」と思われていた教科（「英

語」「国語」「数学」「理科」）で数値が低下し、

逆にそうでなかった教科（「体育」「音楽」「美

術」）で伸びが著しいという大まかな傾向は

みられる。なかでも、「体育」を「がんばっ

て勉強したい」とする中学生の割合はこの１０

余年で２倍に達している。


がんばって勉強したい教科
中学生が一番がんばって勉強したいのは「英語」で、次いで「数学」である。
「総合的な学習の時間」は「がんばって勉強する」ものではないという構え
がみられる。「体育」をがんばって勉強したいという中学生が大幅に増え、「音
楽」「美術」も伸びている。

Ｑ あなたは、これから学校で、どんな教科や学習の時間をがんば

って勉強したいと思いますか。特にがんばりたいと思うものを

３つまで選んでください。
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表１－１－３ がんばって勉強したい教科（時系列・性別）

注１）第１回・第２回調査は９科目中３つまでを選択、第３回調査は１０科目中３つまで選択。
注２） は該当項目なし。
注３）＜ ＞は男女で５％以上差があるもの。
注４）（ ）内はサンプル数。

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）
第３回

男子（１３０７） 女子（１１８４）

国 語 ３７．９ ３５．９ ２７．１ ３１．４ ２２．３

社 会 ４４．３ ４６．５ ４４．５ ４３．５ ４５．８

数 学 ６３．６ ６１．０ ５５．１ ５１．７ ５８．８

理 科 ３３．１ ３４．７ ２９．０ ３１．７ ２６．１

英 語 ７２．０ ６１．６ ５８．７ ５６．７ ６１．１

音 楽 ９．６ １１．８ １４．３ １０．８ １８．１

美 術 １０．３ １３．９ １４．１ １３．０ １５．３

体 育 １４．５ １９．２ ２９．６ ３２．１ ２６．８

技術・家庭 ７．１ ８．４ ８．５ ９．９ ６．９

総合的な学習の時間 ９．８ ９．９ ９．５

（％）

＞

＜

＞

＜

＞
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中学生の授業の受け方やテストに対する構

えについて、１３項目にわたって尋ねてみた。

「よくある」「時々ある」を合計した割合が

もっとも多かったのは、「黒板に書かれたこ

とを、きちんとノートに書く」で、ほとんど

全員が該当している。「黒板に書かれていな

くても、先生の話で大切なことはノートに書

く」ことも過半数の中学生にあてはまり、特

に女子にこの傾向が強い（女子６４．１％に対し

て男子４４．１％：表１－１－４）。女子の場合

には、ノートをとる習慣が男子よりも身につ

いているようである。

また、「本当は解ける問題を不注意で間違

えるとくやしいと思う」や「テストで間違え

るとくやしいと思う」という意識も９割程度

の中学生にとってありふれたものとなってい

る。「正答か誤答か」ということへのこだわ

りに比べて、「テストで間違えた問題をやり

直す」という行動は比較的まれであり、５７．８％

が該当するにすぎない。自らの弱点を克服し、

さらに次のステップにつなげていくことはあ

まり実行されていない。学ぶ内容そのものへ

のこだわりが比較的薄くなっているようであ

る。

さらに、「授業の内容が難しいと思う」

（６３．４％）も全体の３分の２近くに達してお

り、「授業の内容が簡単すぎると思う」

（１９．７％）の３倍以上となっている。「近くの

人とおしゃべりをする」（６１．０％）や「ぼう

っと他のことを考えている」（６１．０％）とい

う回答が多いこともこうした授業の難しさと

無関係ではない。「授業中にいねむりをする」

（３０．５％）や「マンガをかいたり、文房具で

遊ぶ」（２８．８％）もおよそ３割が該当する一

方で、「授業でわからないことは、あとで先

生に質問する」という中学生は２８．３％となっ

ている。

第２回調査と比べると大きな変化はみられ

ず、授業の受け方がより積極的になった第２

回調査の傾向をそのまま引き継いだ形となっ

ている（図１－１－２）。また、「授業の内容

が難しいと思う」に「よくある」と回答した

割合が４．６ポイント増加しているが（基礎集

計表参照）、特に女子の中に授業の進度や難

易度に違和感を覚える層が依然として多いこ

とによると考えられる。女子の「理数離れ」

が根強いことが背景にあるようである。

�授業の受け方
板書をきちんとノートに書きつけることは広く習慣化されている。授業の受
け方がより積極的になった第２回調査の特徴を引き継いでいる。ただし、授
業の進度や難易度に違和感を覚える女子が依然として多い。

Ｑ あなたの授業中の様子についてうかがいます。
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表１－１－４ 授業の受け方（性別）

注１）数値は「よくある」と「時々ある」の合計。
注２）
 	は男女で１０％以上、＜ ＞は５％以上差があるもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

全体（２５０３） 男子（１３０７） 女子（１１８４）

黒板に書かれたことを、きちんとノ
ートに書く ９４．７ ９２．６ ９７．０

近くの人とおしゃべりをする ６１．０ ６２．０ ５９．９

ぼうっと他のことを考えている ６１．０ ５６．４ ６６．３

黒板に書かれていなくても、先生の
話で大切なことはノートに書く ５３．６ ４４．１ ６４．１

マンガをかいたり、文房具で遊ぶ ２８．８ ２７．９ ２９．６

授業でわからないことは、あとで先
生に質問する ２８．３ ２８．０ ２８．４

授業の内容が簡単すぎると思う １９．７ ２５．３ １３．４

内職（他の科目の勉強など）をする １３．５ １４．１ １３．０

授業の内容が難しいと思う ６３．４ ５７．４ ７０．０

授業中にいねむりをする ３０．５ ３０．６ ３０．３

本当は解ける問題を不注意で間違え
るとくやしいと思う ８９．３ ８７．８ ９０．８

テストで間違えるとくやしいと思う ８８．６ ８６．８ ９０．４

テストで間違えた問題をやり直す ５７．８ ５４．３ ６１．７

（％）

＜




	




＜
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図１－１－２　授業の受け方（時系列）�

注１）数値は「よくある」と「時々ある」の合計。�
注２）※は第１回に該当項目なし。＊は第１回、第２回に該当項目なし。�
注３）サンプル数は第１回２５４４人、第２回２７５５人、第３回２５０３人。�
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第３回�

第１回�
第２回�
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ここでは、学校での勉強方法を１０項目設定

し、それぞれについて「とても好き」「好き」

「好きでない」「ぜんぜん好きでない」「やっ

ていない」のいずれかを選択してもらった。

まず、「やっていない」という回答が多か

ったものから順にあげると「パソコンを使っ

てする勉強」（９．４％）、「いろいろな人に聞き

に行ってする授業や調査」（９．３％）、「学校外

のいろいろな場所に行ってする授業や調査」

（６．４％）、「自分たちでテーマや調べ方を決め

てする授業」（４．１％）となる（図１－１－３）。

これらは比較的新しいスタイルの勉強方法で

あるが、「やっていない」は、いずれも全体

の１割未満にとどまっており、これまでより

も多様なスタイルの授業が普及していること

がわかる。

それでは、それぞれの勉強方法の中で、中

学生が好んでいるのはどのような方法なのか。

「とても好き」と「好き」の割合の合計がも

っとも高いのは、「先生が黒板を使いながら

教えてくれる授業」（７５．０％）で、わずかの

差で「友だちと話し合いながら進めていく授

業」（７４．４％）と「パソコンを使ってする勉

強」（７４．３％）と「学校外のいろいろな場所

に行ってする授業や調査」（７０．７％）が続い

ている。「グループで何かを考えたり調べた

りする授業」（６７．４％）も比較的人気が高い。

これに対して、「考えたり調べたりしたこ

とをいろいろ工夫して発表すること」

（３４．５％）や「自分たちでテーマや調べ方を

決めてする授業」（４１．５％）はあまり好まれ

ない。質問内容からは具体的な中身が見えて

こないが、全般的にはどちらかといえば受動

的な方法か退屈で反復的な授業の日常から解

放されるような勉強方法が好まれる。自ら主

体的にじっくりと調べ、工夫しながら発信し

ていくことは好まれないようである。

�好きな学校の勉強方法
新しい授業スタイルがかなり普及している。しかし、多くの中学生は「考え
たり調べたりしたことをいろいろ工夫して発表する」など主体的にじっくり
と調べ発信していく勉強方法を好んではいない。

Ｑ あなたは、次にあげる学校の勉強方法は、どのくらい好きです

か。
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図１－１－３　好きな学校の勉強方法�
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第３回調査でも、家での学習の量的な特徴

を、�１週間の勉強日数、�１日の勉強時間、
�テスト勉強の開始時期の３つの側面からと
らえた。

まず、中学生は週に何日くらい勉強してい

るのか。全体としてみると、「週に半分以下

しかしない（２～３日）」とする者が２４．７％

ともっとも多い。これに、「家ではほとんど

勉強しない」がほとんど同率で続き（２３．１％）、

「週に半分以上はする（４～５日）」も２割を

超えている（２１．１％）。「ほとんど毎日する（週

に６～７日）」も１８．７％を数えており、１週

間の勉強日数の個人差は大きい（表１－１－

５）。

時系列でみると、「週に半分以上はする（４

～５日）」と「週に半分以下しかしない（２

～３日）」の占める割合が若干小さくなり、

逆に「家ではほとんど勉強しない」が第２回

調査と比べて６．４ポイント増えているのが目

立った特徴である（同表）。ただし、「ほとん

ど毎日する（週に６～７日）」の割合に大き

な変化はみられず、学習頻度（勉強日数）の

点からみれば全体に中学生が勉強しなくなっ

たとはいえない。

２．家での学習の様子

�家庭学習の頻度
中学生の家での勉強は、「週に半分以下しかしない（２～３日）」が全体の４
分の１で最多。全般に学習頻度が著しく少なくなったという事実はないが、
「家ではほとんど勉強しない」中学生が第２回調査よりも６．４ポイント増加し
ている。

表１－１－５ 家庭学習の頻度（時系列）

注）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）

ほとんど毎日する（週に６～７日） １９．９ １８．７ １８．７

週に半分以上はする（４～５日） ２７．０ ２３．０ ２１．１

週に半分以下しかしない（２～３日） ２６．８ ２９．１ ２４．７

週に１日くらいしかしない（１日くらい） ８．９ １１．６ １１．３

家ではほとんど勉強しない １７．１ １６．７ ２３．１

家での勉強についてうかがいます（学習塾や予備校、家庭教師

との学習は除きます）。あなたはふだん、家でどのくらい勉強

をしますか。

（％）
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《家庭学習時間》

１日の学習時間についてはどうか。「学習

塾や予備校、家庭教師について勉強する時

間」を含め、学校での授業以外で勉強に費や

す時間を尋ねた。

まず、「平日（月曜日～金曜日）の学習時

間」をみてみる。もっとも多いのは「１時間」

で２割を占める（２０．８％）。とはいえ、「ほと

んどしない」～「２時間」と回答した者の割

合はいずれも１５％前後となっており、ここで

も個人差の大きさが浮き出ている（図１－１

－４）。顕著なのは、第１回・第２回調査時

点からの変化である（同図）。「ほとんどしな

い」と「およそ３０分」という短い学習時間の

層が、第１回調査では１８．８％にすぎなかった

が、第２回調査では微増し、さらに第３回調

査では３０．７％に達した。１０余年でおよそ１２ポ

イントの増加である。

「日曜日の学習時間」についてはどうか（図

１－１－５）。もっとも多いのは、「ほとんど

しない」で全体の３分の１を占める（３４．２％）。

これに、「およそ３０分」と「１時間」がいず

れも１７％台で続いている。時系列変化も目立

っている（同図）。「ほとんどしない」層の割

合は、この５年間で１０ポイントも増加し

（２４．１％→３４．２％）、「およそ３０分」も４．４ポイ

ントの増加となった。その分、「１時間３０分」

以上を勉強に費やす中学生の割合が減ること

になった。

《テレビ視聴時間》

学習時間とトレード・オフ関係にあるとい

われる「テレビの視聴時間」についてはどう

か。「ふだん（月曜日～金曜日）」の視聴時間

をいくつかのカテゴリーに分けて、分布の様

子をみた（図１－１－６）。これによると、

もっとも多いのは、「３時間３０分」よりも長

い「それ以上」の層であり、全体の３割程度

を占める（３０．９％）。一日に「２時間以上」

テレビを見る中学生は８３．１％に及んでおり、

「ほとんど見ない」という中学生は、わずか

１．９％にすぎない。「テレビ漬け」ともいえる

生活は、一昔前と比べてますます際立ってき

た。「それ以上」と回答した中学生の割合は、

この間に１３．４ポイントも増えている（１７．５％

→３０．９％）。とりわけ、この５年間の変化が

顕著であり、増えた視聴時間の大半は直近の

５年間に生じたものである。

�家での学習時間
平日の家庭学習時間に関して、「ほとんどしない」と「およそ３０分」という
中学生が３０．７％に達し、第１回調査よりもおよそ１２ポイント増加した。逆に、
テレビの視聴時間は、大幅に増加している。

Ｑ
●あなたはふだん（月曜日～金曜日）、学校での授業以外に１

日に何時間くらい勉強していますか。学習塾や予備校、家庭

教師について勉強する時間も含めてください。
●日曜日は、家で何時間くらい勉強しますか。学習塾や家庭教

師について勉強する時間も含めてください。
●ふだん（月曜日～金曜日）テレビを１日に何時間くらい見ま

すか。
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図１－１－４　平日の家庭学習時間（時系列）�
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図１－１－５　休日の家庭学習時間（時系列）�
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図１－１－６　平日のテレビ視聴時間（時系列）�
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中学生は、定期考査に向けた勉強をいつ頃

始めているのか。テスト勉強の開始時期を手

がかりに、中学生の家庭学習の量的な特徴を

探ってみる（表１－１－６）。

全体として、もっとも多いのは「１週間く

らい前から」であり、全体の３分の１がこれ

に該当する（３２．３％）。続いて、「２週間くら

い前から」（２４．３％）、「１０日くらい前から」

（１８．７％）となっている。「１週間くらい」以

前に準備をする中学生が４分の３に及んでい

る。「ほとんどしない」はわずか３．３％である。

なお、比較的早くから準備する割合は、女子

の場合に若干大きくなっている。

さらに、少なくとも定期考査の勉強の開始

時期が遅くなっているという事実は見当たら

ない（同表）。「２週間くらい前から」にいた

っては、第１回調査よりも５．４ポイント増加

しているほどである。


テスト勉強の開始時期
「１週間くらい前から」定期考査の勉強を始める中学生が全体の３分の１。
「１週間くらい」以前に準備を始めるケースが４分の３に及ぶ。第１回・第
２回調査よりも開始時期が遅くなっているというわけではない。

表１－１－６ テスト勉強の開始時期（時系列・性別）

注１）＜ ＞は男女で５％以上差があるもの。
注２）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）
第３回

男子（１３０７） 女子（１１８４）

２週間くらい前から １８．９ ２０．０ ２４．３ ２１．９ ２６．９

１０日くらい前から ２０．９ ２２．６ １８．７ １８．８ １８．６

１週間くらい前から ３０．５ ３１．９ ３２．３ ３１．７ ３３．０

４～５日くらい前から １２．５ １２．１ ９．５ ９．３ ９．９

２～３日くらい前から １０．０ ７．９ ８．４ ９．１ ７．５

前日から ２．６ ２．３ ２．４ ３．３ １．４

当日の朝くらい ０．７ ０．４ ０．６ ０．８ ０．３

ほとんどしない ３．４ ２．２ ３．３ ４．４ ２．１

テスト（定期考査）前には、あなたはいつ頃からテスト勉強を

始めますか。

（％）

＜
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これまで、家での勉強の量的な側面に焦点

を合わせてデータを眺めてみた。以下では、

「どのような内容の学習をどのように進めて

いるか」という面について、検討を加えるこ

とにする。

まず、「家での勉強の種類」について８つ

（第３回）の選択肢を用意し、複数回答を求

めた（表１－１－７）。もっとも実施率が高

いのが、当然ながら「学校の宿題」である。

全体の８４．５％が該当する。これとはずいぶん

開きがあるが、「学校の授業の復習」

（４２．０％）が続いている。これらからさらに

水をあけられて、「塾や予備校の授業の予習・

復習」「書店などで売っている問題集・参考

書」「『進研ゼミ』のような通信教育」が２５％

前後で続き、「学校の授業の予習」も２割を

超えている。なお、性別にみると、ほとんど

の項目で女子が男子を上回って実施している

（「塾や予備校の授業の予習・復習」を除く）。

第１回・第２回調査と比べて、大きく減っ

ているのが「宅配の家庭学習教材」であり、

１２ポイントほど減じている。さらに、「学校

の授業の予習」「学校の宿題」「学校の授業の

復習」がそれぞれ５ポイント程度減少してお

り、家庭での勉強が学校の授業と切り離され

ている様子がうかがえる。中学校で「宿題が

出されなくなった…」といわれる現象も、こ

の変化の一端を表しているのかもしれない。

�家での勉強内容
全体に女子の実施率が高い。家での勉強の中心は「学校の宿題」である。「学
校の授業の予習」「学校の宿題」「学校の授業の復習」が５ポイント程度減少
し、学校の授業にかかわる勉強が次第に後退しつつある。

表１－１－７ 家での勉強内容（時系列・性別）

注１）複数回答。 注２） は該当項目なし。 注３）＜ ＞は男女で５％以上差があるもの。 注４）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４）第２回（２７５５）第３回（２５０３）
第３回

男子（１３０７） 女子（１１８４）

学校の宿題 ８９．９ ８７．６ ８４．５ ８０．４ ８８．９

学校の授業の予習 ２７．８ ２４．８ ２１．９ ２０．２ ２３．７

学校の授業の復習 ４６．３ ４７．５ ４２．０ ３８．７ ４５．７

塾や予備校の授業の予習・復習 ２６．５ ２６．５ ２６．５

塾や予備校の授業の予習 １１．６ １２．３

塾や予備校の授業の復習 １５．３ １７．５

「進研ゼミ」のような通信教育 １９．１ ２８．６ ２３．２ ２０．０ ２６．５

宅配の家庭学習教材 １８．５ ８．９ ６．４ ５．３ ７．５

書店などで売っている問題集・参考書 ３１．１ ２４．７ ２０．７ ２９．１

その他 ５．４ ４．８ ５．３ ４．８ ５．７

家では主にどんな勉強をしていますか。

（％）

＜

＜

＜

＜
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第３回調査では、家での学習の様子を探る

ために、全部で１１項目（今回新設の２項目を

含む）を設定した。

「あてはまる」「まああてはまる」と回答し

た割合が大きかったのは、「出された宿題を

きちんとやっていく」で全体の９１．３％が該当

した（表１－１－８）。これに、「嫌いな科目

の勉強も一生懸命する」（７２．６％）、「家族に

言われなくても自分から進んで勉強する」

（６１．７％）、「自分で興味を持ったことを、学

校の勉強に関係なく調べる」（５９．１％）、「ラ

ジオやテレビ、CDをつけっ放しで勉強す

る」（５７．４％）、「机に向かったら、すぐに勉

強にとりかかる」（５６．８％）という状況が比

較的多くみられる。

変化についてはどうか（図１－１－７）。

第２回調査では、「計画を立てて勉強する」

など学習の習慣化にかかわる項目で肯定的な

�家での学習の様子
「出された宿題をきちんとやっていく」は９１．３％と高率である。第２回調査
で増えた学習の習慣化にかかわる項目で、さらに肯定的な回答が増えた。「な
がら勉強」は第２回調査よりもさらに多くの中学生に広がっている。

表１－１－８ 家での学習の様子

注）サンプル数は２５０３人。

Ｑ

あてはまる まああてはまる あてはまる＋まああてはまる

出された宿題をきちんとやっていく ４０．５ ５０．８ ９１．３

嫌いな科目の勉強も一生懸命する １９．９ ５２．７ ７２．６

家族に言われなくても自分から進んで勉強
する １９．３ ４２．４ ６１．７

ラジオやテレビ、CDをつけっ放しで勉強
する ３３．１ ２４．３ ５７．４

机に向かったら、すぐに勉強にとりかかる １０．７ ４６．１ ５６．８

計画を立てて勉強する １０．９ ３３．２ ４４．１

授業で習ったことは、その日のうちに復習
する ８．３ ３３．５ ４１．８

授業で習ったことを、自分でもっと詳しく
調べる ３．９ ３５．３ ３９．２

予習をしてから授業を受ける ６．１ ２８．８ ３４．９

自分で興味を持ったことを、学校の勉強に
関係なく調べる ２５．９ ３３．２ ５９．１

「勉強は学校だけですればいい」と思う １４．８ ３２．３ ４７．１

家での勉強の様子についてうかがいます。

（％）
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注１）数値は「あてはまる」と「まああてはまる」の合計。�
注２）＊は第１回、第２回に該当項目なし。�
注３）サンプル数は第１回２５４４人、第２回２７５５人、第３回２５０３人。�

０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

（％）�
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図１－１－７　家での学習の様子（時系列）�
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嫌いな科目の勉強も�
一生懸命する�

家族に言われなくても�
自分から進んで勉強する�

ラジオやテレビ、CDを�
つけっ放しで勉強する�

机に向かったら、すぐに
勉強にとりかかる�

計画を立てて勉強する�

授業で習ったことは、
その日のうちに復習する�

授業で習ったことを、
自分でもっと詳しく調
べる�

予習をしてから授業を
受ける�

自分で興味を持ったこ
とを、学校の勉強に関
係なく調べる＊�

「勉強は学校だけで�
すればいい」と思う＊�

反応が増えたが、第３回調査でその水準を維

持するだけでなく、「嫌いな科目の勉強も一

生懸命する」という回答がさらに４．３ポイン

ト増加した。そんな中で、「ラジオやテレビ、

CDをつけっ放しで勉強する」に「あてはま

る」と回答した割合が第１回調査と比べて

１２．８ポイント、第２回調査と比べて７．１ポイ

ント増加した点が目立つ（基礎集計表参照）。
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第３回調査では、学校での授業や宿題以外

に中学生がどのような学習活動を行っている

かを尋ねた（表１－１－９）。設定した９つ

の項目の中で、中学生にとってもっとも日常

的な学習活動は、「読みたい本を本屋で探し

て買う」（「よくする」「時々する」の合計：

６９．４％）であり、「ペットや動物・植物の世

話をする」（５２．５％）も半数を超えている。「文

学作品や小説・物語を読む」（４４．３％）や「新

聞のニュース欄を読む」（４１．９％）も比較的

多い。これに対して、「美術館や博物館に行

く」（１３．２％）、「日記をつける」（１９．４％）、「自

然や動物・植物の本を読む」（２３．２％）は中

学生にとってはなじみの薄い学習活動である。

全般に、女子のほうがこれらの活動にかか

わるケースが多く、特に「日記をつける」と

「ペットや動物・植物の世話をする」は女子

にひときわ顕著である。

�日常生活の中での「学習」
中学生にとってもっとも日常的な学習活動は、「読みたい本を本屋で探して
買う」である。「美術館や博物館に行く」「日記をつける」はあまりなされな
い。「日記をつける」「ペットや動物・植物の世話をする」は女子に顕著であ
る。

表１－１－９ 日常生活の中での「学習」（性別）

注１）数値は「よくする」と「時々する」の合計。
注２）
 	は男女で１０％以上、＜ ＞は５％以上差があるもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

全体（２５０３） 男子（１３０７） 女子（１１８４）

読みたい本を本屋で探して買う ６９．４ ６７．１ ７１．８

ペットや動物・植物の世話をする ５２．５ ４４．６ ６１．１

文学作品や小説・物語を読む ４４．３ ３６．５ ５２．７

新聞のニュース欄を読む ４１．９ ４３．０ ４０．３

地域の図書館で本を読んだり借りたりする ３０．９ ２７．１ ３５．１

歴史小説や歴史の本を読む ２８．４ ３２．１ ２４．３

自然や動物・植物の本を読む ２３．２ ２４．７ ２１．５

日記をつける １９．４ ９．４ ３０．６

美術館や博物館に行く １３．２ ９．３ １７．６

あなたは、ふだん（学校の授業や宿題以外で）次のことをどの

くらいしますか。

（％）







＜

＞




＜
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中学生の家庭環境は、さまざまな形で彼ら

の学習に影響を及ぼす。ここでは、１０項目を

設けて、該当するかどうかを尋ねた（表１－

１－１０）。

まず、物質的な環境として、「自分一人の

勉強部屋を持っている」が６４．１％に及んでい

る点が注目される。３人に２人は自分だけの

学習空間が用意されている。「家には本（マ

ンガや雑誌以外）がたくさんある」という中

学生も５８．２％に及ぶ。なお、この点はこの１０

余年にわたって変化していない。

次に、父母とのコミュニケーションについ

てはどうか。「お父さんやお母さんとよく話

をする」が６６．６％を数え、特に、「お母さん

は私の成績をよく知っている」という中学生

が８４．１％に達している。なお、「お父さんは

私の成績をよく知っている」という回答は

５３．２％にとどまっている。これに対して、「ほ

とんど毎日、家の人は私に『勉強しなさい』

と言う」（３５．０％）ことも比較的少なく、「こ

の１か月の間に、お父さんやお母さんに勉強

をみてもらったことがある」（２５．０％）とか

「家の人に博物館や美術館に連れていっても

らったことがある」（４０．４％）という具体的

なかかわり方はあまり一般的とは言えない。

なお、大学・短期大学の進学率上昇にともな

って、父母の「高学歴化」が進んでいる。

�家庭環境
「勉強部屋を持っている」中学生がおよそ３分の２に達する。「親とよく話を
する」中学生も同じ程度の割合を占める。成績に対する母親の関心は高いが、
具体的に「勉強をみる」などのかかわり方は比較的少ない。

Ｑ あなたの家のことについてうかがいます。
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表１－１－１０ 家庭環境（時系列）

注１）複数回答。
注２） は該当項目なし。
注３）（ ）内はサンプル数。第２回調査は、回答を拒否した１００名を除外して計算した。

第１回（２５４４） 第２回（２６５５） 第３回（２５０３）

家には本（マンガや雑誌以外）がたくさん
ある ５８．２ ５８．２ ５８．２

自分一人の勉強部屋を持っている ６２．７ ６２．８ ６４．１

ほとんど毎日、家の人は私に「勉強しなさ
い」と言う ３８．２ ３６．９ ３５．０

この１か月の間に、お父さんやお母さんに
勉強をみてもらったことがある ２５．０

お父さんやお母さんとよく話をする ６６．６

お母さんは私の成績をよく知っている ８２．８ ７９．７ ８４．１

お父さんは私の成績をよく知っている ５０．３ ４９．３ ５３．２

家の人に博物館や美術館に連れていっても
らったことがある ４２．６ ４６．０ ４０．４

お父さんは大学を卒業している ３１．３ ３５．３ ４１．３

お母さんは大学や短期大学を卒業している ２４．７ ２９．７ ３８．４

（％）
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学校外の学習機会を利用することは、中学

生にとってごくありふれた行動になって久し

い。現在、さまざまな学習機会が提供されて

いるが、小学生とは違って中学生の塾通いは

学習塾に一元化される傾向が強い。ここでは、

学習塾、予備校、通信教育、家庭学習教材な

ど主な学習機会の利用状況を概観してみる。

まず、放課後や日曜日に学習塾や予備校に

通っている中学生の割合について眺める（図

１－１－８）。「行っている」という中学生は

全体の４３．５％を数えている。もっとも多いの

が、「２日」で５６．６％に達している。これに、

「３日」（２０．３％）と「１日」（１４．５％）が 続

き、通塾者の９割以上は「１日～３日」の塾

通いをしていることになる（図１－１－９）。

通塾率そのものも第２回調査より４ポイン

ト低下し、第１回調査と同程度だった（図１

－１－８）。加えて、「４日以上」の通塾者の

割合も、第１回調査１２．３％→第２回調査９．４％

→第３回調査７．７％と漸減傾向を示している

（図１－１－９）。構造的な不況によって教育

費の切り詰めを余儀なくされているのかもし

れない。なお、通塾率や通塾日数に目立った

男女差はない。

それでは、学習塾のタイプについてはどう

か。ここでは、「学校の勉強がわかるように

なるための補習塾」「高校を受験するための

進学塾」「その他」の３つのタイプを設定し、

各中学生の通っている学習塾や予備校につい

て回答してもらった。全体としては、「補習

塾」が３分の２を占め、これに「進学塾」が

２３．９％で続いている（図１－１－１０）。第２

回調査で強まった補習塾志向がさらに強まる

ことはなかったようである。

さらに、「個別指導の塾かどうか」につい

て眺めてみる。全体としては、「１クラスに

１人」の個別指導の塾に通っている中学生は、

１４．７％を数えている。また、「１クラスに２

～４人」も１８．５％となっており、全体に少人

数指導が一定程度普及している（図１－１－

１１）。と同時に、塾による学習条件の違いも

決して小さくないと推測される。

３．学校外の学習機会

�学習塾・予備校の利用
通塾率は４３．５％で、第２回調査より４ポイント低下し第１回調査並みになっ
た。「４日以上」通塾する割合は漸減傾向。「補習塾」が全体の３分の２を占
め、「１クラスに１人」の個別指導塾に通う中学生は１４．７％であり、少人数
指導が普及しつつある。

Ｑ あなたは今、放課後や日曜日に、学習塾や予備校へ行っていま

すか（そろばん、習字などの塾は除きます。「公文」のような

自習教室は含めます）。

［行っている人にうかがいます］
●週に何日行っていますか。
●あなたの行っているのは、どんな学習塾（予備校）ですか。
●あなたが行っている学習塾（予備校）は１クラス何人ですか。
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図１－１－８　学習塾・予備校の利用（時系列）�

注）（　）内はサンプル数。�

４３．５� ５２．１�

４７．５� ４６．５� ６．０�

４５．８� ５０．５�

（％）�

行っている� 行っていない� 無答・不明�

第１回（２５４４）�

第２回（２７５５）�

第３回（２５０３）�

３．７�

４．４�

図１－１－９　通塾日数（時系列）�

１４．５�

注）（　）内はサンプル数。�

５６．６� ２０．３� ６．３�

１１．７� ５０．４� ７．２�

１１．０� ４４．４� ３０．０� ８．９�

（％）�

７日�
（毎日）�

無答・�
不明�

２日�１日� ３日� ４日� ５日� ６日�

第１回（１１６５）�

第２回（１３０９）�

第３回（１０８８）�

１．９�
１．２�
０．３�
２．３�
１．１�
０．６�
０．５�
２．０�

０．７�
０．４�
０．３�
０．９�

２６．５�
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図１－１－１０　学習塾のタイプ（時系列）�

注）（　）内はサンプル数。�

６７．５� ２３．９� ７．４�

６９．４� ５．８�

６０．３� ２９．４� ７．２�

（％）�

学校の勉強が�
わかるように�

なるための補習塾�

高校を受験する�
ための進学塾� その他� 無答・不明�

第１回（１１６５）�

第２回（１３０９）�

第３回（１０８８）�

３．１�

２．７�

１．２�

２２．１�

1クラスに１人�
（個別指導）�
１４．７�

２～４人�
１８．５�

５人以上�
６４．３�

無答・不明�
２．５�

図１－１－１１　学習塾の指導人数�

注１）１クラスあたりの指導人数。�
注２）第３回のみの質問項目。�
注３）サンプル数は１０８８人。�

（％）�
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中学生は、さまざまな学習機会をどのよう

に利用しているのか。６つの項目を設けて尋

ねてみた（表１－１－１１）。

もっとも高い利用率を示したのは、「『進研

ゼミ』のような通信教育」で２４．８％に達して

いる。これに、「塾や予備校の夏期講習（今

年の夏休み）」が続き、２２．１％が受講予定だ

という。以下、「宅配の家庭学習教材」（９．４％）、

「家庭教師」（７．６％）は、１０％未満にとどま

る。「学校が行う夏期補習授業（今年の夏休

み）」（１．９％）や「学校が行う補習授業（朝

や放課後）」（１．５％）の利用者はきわめて少

数である。

これらの利用状況を時系列でみると、全体

に利用率が低下する傾向がある。第２回・第

３回調査と一貫して減少したのは、「学校が

行う夏期補習授業（今年の夏休み）」と「宅

配の家庭学習教材」である。この１０余年で前

者は４分の１以下に、後者は半分にそれぞれ

大幅な低下を示している。第２回調査で大幅

な増加をみせた「『進研ゼミ』のような通信

教育」もおよそ４ポイント減となっている。

�諸学習機会の利用
「『進研ゼミ』のような通信教育」がもっとも高い利用率である。全体に利用
率が低下傾向にあり、特に「学校が行う夏期補習授業（今年の夏休み）」の
利用率は１０余年で４分の１と大幅に低下している。

表１－１－１１ 諸学習機会の利用（時系列）

注１）複数回答。
注２） は該当項目なし。
注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）

「進研ゼミ」のような通信教育 ２０．５ ２８．７ ２４．８

塾や予備校の夏期講習（今年の夏休み） ２４．０ ２３．６ ２２．１

宅配の家庭学習教材 １９．１ １２．１ ９．４

家庭教師 ７．４ ７．０ ７．６

学校が行う夏期補習授業（今年の夏休み） ８．５ ３．４ １．９

学校が行う補習授業（朝や放課後） １．９ １．５

あなたは次のようなことをしていますか。

（％）
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第３回調査では新たに３項目を加え、合わ

せて１２項目について中学生の勉強の仕方を探

ってみた（図１－１－１２）。

「よくする」「時々する」の合計でみると、

反復練習がやはりもっともオーソドックスな

方法となっている。「英単語をくり返し書い

て覚える」（７６．８％）、「プリントや問題集で

数学の問題練習をする」（７６．５％）、「漢字を

くり返し書いて覚える」（７５．７％）は、全体

の４分の３の中学生にとって一般的な勉強方

法となる。「教科書や参考書にアンダーライ

ンを引いたり、カラーマーカーを塗る」

（７１．１％）も効率よく反復練習するための工

夫として定着している。これに対して、自分

自身で「図鑑や事典で調べる」（１２．８％）と

いう者はごくまれであり、「辞書（英語・国

語など）を引く」（３３．６％）や単語帳や単語

カードを暗記するという方法をとる者も比較

的少ない。

性別にみると、女子のほうがさまざまな工

夫をしたり反復練習したりする傾向が強いこ

とがわかる。たとえば、「よくする」と回答

した割合で比較すると、「教科書や参考書を

整理して自分のノートを作る」は男子で

１９．９％、女子で３２．９％と１３ポイントもの開き

がある。また、「英単語をくり返し書いて覚

える」「プリントや問題集で数学の問題練習

をする」「漢字をくり返し書いて覚える」の

３項目でもいずれも１２ポイント程度の差がみ

られる。

時系列でみると、自分で調べることが次第

に少なくなってきていることに気づく（図１

－１－１３）。たとえば、「よくする」「時々す

る」の合計でみると、「辞書（英語・国語な

ど）を引く」は第１回調査の５３．０％から３３．６％

に約２０ポイントの大幅な減少を示している。

さらに、「図鑑や事典で調べる」と「参考書

を読む」もそれぞれ７．８ポイント、６．４ポイン

ト低下している。これに対して、「教科書や

テキストをくり返し読む」では１２．５ポイント、

「教科書や参考書を整理して自分のノートを

作る」は９．７ポイントそれぞれ増えており、

教科書をベースにした勉強方法が重視される

傾向が読み取れる。

４．学習の方法

�学習の方法
反復練習がもっともオーソドックスな方法である。逆に、「図鑑や事典で調
べる」などの方法は少ない。「辞書を引く」は約２０ポイントの大幅低下で、
教科書をベースにした勉強方法が少しずつ重視されてきている。

Ｑ 家では、どんな勉強の仕方をすることが多いですか。
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図１－１－１２　学習の方法（性別）�
�

教科書やテキストをくり返し
読む�

教科書や参考書にアンダー
ラインを引いたり、カラーマ
ーカーを塗る�

参考書を読む�

辞書（英語・国語など）を引
く�

図鑑や事典で調べる�

教科書ガイドを使う�

教科書や参考書を整理して
自分のノートを作る�

自分で単語帳・単語カード
を作って暗記する�

市販の単語帳・単語カード
を暗記する�

プリントや問題集で数学の
問題練習をする�

英単語をくり返し書いて覚
える�

漢字をくり返し書いて覚える�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

�

全体�

男子�

女子�

注）サンプル数は全体２５０３人、男子１３０７人、女子１１８４人。�

（％）�
０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

１９．２� ４１．１�
１７．４� ４１．２�

４０．９�２０．９�

４１．１� ３０．０�

３３．８� ３０．５�

２９．５�４９．１�

１０．１� ２７．１�

１０．６� ２７．９�
２６．５�９．４�

１０．１� ２３．５�
８．７� ２３．０�

２４．２�１１．７�
２．５�

１０．３�
３．０�１１．２�
９．２�
１．９�

１５．１� ２３．３�

１３．９� ２３．８�

２２．９�１６．２�

２６．１� ２３．１�

１９．９� ２０．４�

２５．９�３２．９�

１２．３� １８．９�

９．０� １６．３�

２１．９�１５．７�

８．０� １４．７�
６．７� １３．７�
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２６．５�５５．８�

４６．７� ２９．０�

４０．９� ３１．９�

２５．９�５３．０�

よくする�

時々する�
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０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

第３回�

第３回�

第３回�

�
第３回�

第２回�

第１回�

�
第３回�

第２回�

第１回�

�
第３回�

第２回�

第１回�

�
第３回�

第２回�

第１回�

�
第３回�

第２回�

第１回�

�
第３回�

第２回�

第１回�

�
第３回�

第２回�

第１回�

第３回�

第２回�

第１回�

第３回�

第２回�

第１回�

（％）�

教科書やテキストを�
くり返し読む�

教科書や参考書に�
アンダーラインを引いたり、�
カラーマーカーを塗る�

参考書を読む�

辞書（英語・国語�
など）を引く�

図鑑や事典で調べる�

教科書ガイドを使う�

教科書や参考書を�
整理して自分のノートを�
作る�

自分で単語帳・�
単語カードを作って�
暗記する�

市販の単語帳・�
単語カードを暗記する�

プリントや問題集で�
数学の問題練習を�
する＊�
�
英単語をくり返し�
書いて覚える＊　�

漢字をくり返し�
書いて覚える＊　�

図１－１－１３　学習の方法（時系列）�

注１）＊は第１回、第２回に該当項目なし。�
注２）サンプル数は第１回２５４４人、第２回２７５５人、第３回２５０３人。�

よくする�

時々する�
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中学生の勉強方法の特徴をより鮮明に描き

出すために、互いに異なる一対１２組の方法を

提示し、いずれか近いほうを選択してもらっ

た（図１－１－１４）。

《一方の極に回答が偏る項目》

いずれかの選択肢に回答が集中するのは、

以下の６項目である。

�「予習中心」（１３．５％）よりも「復習中心」
（８３．３％）

�「参考書中心」（１９．１％）よりも「問題集
中心」（７７．５％）

�「見て覚える」（２５．０％）よりも「書いて
覚える」（７２．８％）

�「毎日こつこつ勉強する」（２７．３％）よりも
「試験の前にまとめて勉強する」（６９．８％）

�「市販の要点整理などを使う」（２７．４％）より
も「自分で整理しながら勉強する」（６９．１％）

�「読んだり、しゃべりながら覚える」（２７．６％）
よりも「書きながら覚える」（６９．８％）

これらの右側の選択肢をまとめれば、現在

の中学生の勉強方法の平均的な姿が浮かび上

がる。問題集を中心に復習することを重点に

おき、自分で整理し書きながら覚えるのであ

るが、それも毎日というのではなく試験の前

にまとめて勉強することが多いようである。

《一方の回答が多いものの（６割前後）、圧倒

的多数とはいえない項目》

さらに、それよりも回答が分散した項目は

以下の４項目である。

�「できるだけ考えようとする」（３０．３％）より
も「できるだけ暗記しようとする」（６６．８％）

�「通信教育、学習塾の教材や自分で買っ
た教材中心」（３１．６％）よりも「学校で

使う教材中心」（６５．１％）

�「わからないところは、自分で考える」
（３３．７％）よりも「わからないところは、

先生や友だちに聞く」（６３．５％）

�「難しい問題をじっくり考える」（３９．０％）よ
りも「やさしい問題を数多く解く」（５８．０％）

全般的には、難題にじっくりと取り組んだ

り自分で考えなんとか解決するというスタイ

ルはあまりとられていない。

時系列的な変化はそれほど劇的ではないが、

１つだけ気になる一貫した変化がある（同図）。

それは、「自分で考えること」が少しずつ軽

視されていることである。特に、「できるだ

け考えようとする」（第１回調査より６．６ポイ

ント減）、「わからないところは、自分で考え

る」（６．１ポイント減）ことはもともと少数派

であり、しかもますます率を落としている。

これに対して、「問題集中心」（１０．２ポイント

増）の勉強や「できるだけ暗記しようとする」

（５．６ポイント増）スタイルは次第に広がりつ

つある。中学生の勉強は、新学力観の目指す

方向とは逆にますます機械的なものになって

きているようである。

�学習方法のタイプ
問題集を中心にした復習が多くの中学生の一般的な学習方法で、試験の前に
自分で整理し書きながら覚える生徒が多い。「自分で考えること」が次第に
軽視されており、中学生の学習方法の実態は新学力観とは逆行してきている。

Ｑ あなたの勉強の仕方を分類するとすれば、どんなタイプになる

と思いますか。どちらかといえば近いほうのタイプに○をつけ

てください。

（１か２のどちらか近いほうの番号に○をつけてください）
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第３回調査では、第２回調査の項目に「イ

ンターネットの活用」にかかわる２項目を加

えた計８項目を設定し、中学生の情報メディ

アの利用状況を探ってみた（表１－１－１２）。

利用率（「よくある」「時々ある」の合計）

がもっとも高いのは、「学校でパソコンを使

う」の５５．６％であり、これにわずかの差で「家

でパソコンを使う」が続いている。半数を超

える中学生が学校でも家庭でもパソコンと接

している。パソコンの主要ツールであるイン

ターネットの利用率も比較的高い。「家でイ

ンターネットを使って何か調べる」（３１．８％）

や「学校でインターネットを使って何か調べ

る」（２５．５％）ということを３割前後が経験

している。また、「CD教材やビデオ教材を

使って勉強する」（２５．９％）も４分の１を数

える。これに対して、「家でゲーム機用の学

習ソフトで勉強する」（７．４％）者や「家でパ

ソコン用の学習ソフトで勉強する」（８．０％）

者は全体の１割にも満たない。「テレビやラ

ジオの講座で勉強する」（１０．７％）という伝

統的な方法も一般的ではない。

第２回調査からの変化をみると、「家でパ

ソコンを使う」という回答の伸びが際だって

いる（同表）。わずか５年の間に、２７．４％か

ら５４．７％に倍増しているのである。「学校で

パソコンを使う」の伸びもおよそ１０ポイント

を数えているが、いまや学校よりも家庭での

情報メディア利用のほうが一歩先を行ってい

るようである。このことは、情報リテラシー

が個々の家庭の経済状況等に左右される可能

性を示している。


メディアの利用
半数を超える中学生が学校でも家庭でもパソコンを利用している。インター
ネットの利用も盛んである。特に家庭でのパソコン利用率はわずか５年で倍
増しており、家庭による情報リテラシー格差が生まれてくる可能性も考えら
れる。

Ｑ パソコンやテレビなどのメディア（機械）についてうかがいま

す。
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表１－１－１２ メディアの利用（時系列）

注１）数値は「よくある」と「時々ある」の合計。
注２） は該当項目なし。
注３）（ ）内はサンプル数。

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）

家でパソコンを使う ２７．４ ５４．７

学校でパソコンを使う ４５．１ ５５．６

CD教材やビデオ教材を使って勉強する １６．１ ２５．８ ２５．９

テレビやラジオの講座で勉強する ８．１ １２．５ １０．７

家でパソコン用の学習ソフトで勉強する ４．８ ８．０

家でゲーム機用の学習ソフトで勉強する ５．３ ７．４

家でインターネットを使って何か調べる ３１．８

学校でインターネットを使って何か調べる ２５．５

（％）
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今の中学生は、自分の現在の成績について

どのようにとらえているのだろうか。

第３回調査でも、（１）現在の成績はどの

くらいか、（２）どのくらいの成績がとれた

らよいか、（３）（現在の成績は別として）う

んとがんばればどれくらいの成績がとれると

思うか、という３つの側面から中学生の成績

観を探ってみた。

《総合成績の自己評価》

ここでは、総合成績の自己評価を「１（上

のほう）」～「４（真ん中）」～「７（下のほ

う）」の７段階で尋ねている。全体的な特徴

としては、「４」に２４．１％が該当し、「３」

（１８．０％）と「５」（１７．８％）の層を足し合わ

せた約６割が中央に集まっている（表１－２

－１）。相対評価として問われていることも

第２節 中学生の学習観・成績観

１．成績観

�成績の自己評価
成績の自己評価は、真ん中を中心に左右対称のヤマ型の分布である。国語の
散らばりが比較的少なく、英語と数学は「できない」と自己評価している中
学生が国語に比べて多い。教科ごとの男女差も大きい。

表１－２－１ 総合成績の自己評価（時系列・性別）

注）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）
第３回

男子（１３０７） 女子（１１８４）

１（上のほう） ４．９ ５．５ ４．９ ５．３ ４．４

２ １２．０ １３．７ １２．０ １１．９ １２．２

３ ２０．１ １８．１ １８．０ １６．６ １９．７

４（真ん中） ２１．９ ２１．０ ２４．１ ２３．４ ２４．７

５ １６．９ １７．８ １７．８ １７．６ １７．８

６ １３．３ １２．１ １２．６ １３．２ １２．２

７（下のほう） ９．８ ９．５ ８．７ ９．８ ７．６

●あなたの学校での成績についてうかがいます。

現在の総合的な成績は、学年の中でどのくらいですか。
●次の教科（数学、国語、英語）の現在の成績は、学年の中で

どのくらいですか。

（％）
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あり、成績の自己評価は左右対称のヤマ型に

近い分布となっている。第１回・第２回調査

と比べても、大きな変化は見当たらない。性

別にみると、女子のほうが「３」という回答

が若干多く、男子のほうが二極化する傾向が

強いことが読み取れる。

《教科の成績の自己評価》

次に、数学と国語と英語について、７段階

の自己評価をしてもらった（表１－２－２）。

いずれも「４」の回答がもっとも多く両方

に裾野が広がる分布であるが、教科によって

多少の違いがある。１つは、真ん中への集中

度の違いである。国語の場合には、約３割が

「４」に集中するが、数学と英語では２割あ

まりにとどまる。数学や英語に比べて国語の

成績の自己評価の分散は小さいと言える。こ

れは、一般的な学力試験の実際の得点分布で

もしばしば観察される事実である。もうひと

つは、分布の歪みに関する違いである。国語

は左右対称の分布型を示すが、数学と英語は

「１」～「３」の割合が比較的小さい。数学

と英語はすでに「できない」という自己認識

が強くなっていることがわかる。

性別による違いもかなり大きい。男子は数

学を「１（上のほう）」とする割合が大きく、女

子の２倍に上る（９．０％と４．６％）。数学が好

きで理解度（自己評価）も高いという先述の

結果と符合している。女子は、国語の自己評

価が男子よりもかなり高くなっている。この

点も先のデータと重ね合わせると理解しやす

い。また、英語については、「７（下のほう）」

と回答した男子の割合が女子の２倍近くにな

っている点が注目される（１５．０％と７．９％）。

注）（ ）内はサンプル数。

表１－２－２ 教科の成績の自己評価（性別）

全体（２５０３） 男子（１３０７） 女子（１１８４）

数学 １（上のほう） ７．０ ９．０ ４．６

２ １２．１ １５．２ ８．８

３ １５．２ １４．４ １６．２

４（真ん中） ２３．７ ２２．５ ２５．０

５ １６．８ １５．２ １８．６

６ １３．６ １２．２ １５．１

７（下のほう） ９．９ ９．９ ９．８

国語 １（上のほう） ４．６ ３．９ ５．４

２ １１．０ ９．５ １２．５

３ １８．２ １６．３ ２０．４

４（真ん中） ３０．２ ２８．１ ３２．６

５ １８．３ ２１．８ １４．４

６ １１．１ １２．７ ９．２

７（下のほう） ５．２ ６．３ ３．９

英語 １（上のほう） ８．０ ８．７ ７．０

２ １２．６ １３．２ １２．１

３ １５．６ １４．４ １７．０

４（真ん中） ２１．０ １８．７ ２３．５

５ １６．７ １６．０ １７．５

６ １２．９ １２．５ １３．４

７（下のほう） １１．７ １５．０ ７．９

（％）
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図１－２－１　とりたいと思う成績（時系列）�
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中学生は、どのくらいの成績を望んでいる

のだろうか。次に、自らが期待する成績の水

準について検討を加えてみる（図１－２－１）。

成績の自己評価とは異なり、回答の分布は

「１（上のほう）」に大きく偏っている。全体

の３１．８％が「１」と回答しており、さらに「２」

を加えると全体の６２．０％がこの水準を望んで

いる。「５」～「７」と回答した者は３％に

も満たない。

しかも、この１０余年の間に「とれたらいい

成績水準」は低下していないようである。

「１」～「３」の合計でみると、第１回調査

から７８．８％→８０．７％→８２．７％とわずかずつ増

加している。

�とりたいと思う成績
中学生の希望する成績は、７段階の中の「１（上のほう）」と「２」に６割
以上が集中。「とれたらいい成績水準」はこの１０余年でまったく低下せず、
むしろわずかずつ上昇している。

Ｑ あなたはどのくらいの成績がとれたらいいと思いますか。
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図１－２－２　がんばればとれると思う成績（時系列）�
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さらに、「現在の成績は別としてとれると

思う成績」を尋ねた。学業成績という点に限

定して、どのくらい潜在能力があると自分で

評価しているかを探るための問いである。

結果は、前項とかなり似通っている（図１

－２－２）。いくらか分布は、「下のほう」に

移行しているものの、全体の２３．３％が「１」

と回答している。上位の「１」～「３」を合

計すると、７８．６％に達している。

ここでも、時系列変化は「下のほう」に移

っているわけではない。先ほどと同じように

「１」～「３」の合計でみると、７４．９％→７５．８％

→７８．６％とこれもまたわずかながら増加して

いる。成績の自己期待も潜在能力認知も低下

を示していないところに１つの特徴があるよ

うである。

�がんばればとれると思う成績
「がんばればとれると思う成績」もまたきわめて高水準にある。上位の「１」
～「３」に７８．６％が集中し、この割合は、第１回調査から第３回調査まで減
少するどころか増加している。

Ｑ 現在の成績は別として、あなたがうんとがんばれば、どのくら

いの成績がとれると思いますか。

●第３回学習基本調査 中学生版

－５３－



中学生の成績に対する希望はかなり高い水

準にあった。先述したのは、いわば成績のお

おまかな量的側面である。ここでは、もう少

し具体的内容に踏み込んで、彼らの成績観や

学力観の底流を探ってみたい。

第３回調査も第２回調査と同様に、６項目

について尋ねた（表１－２－３）。該当率が

多い順にあげておくと、「将来ふつうに生活

するのに困らないくらいの学力があればい

い」（６２．８％）、「できるだけいい高校や大学

に入れるよう、成績を上げたい」（５７．８％）、

「どこかの高校や大学・短期大学に入れる学

力があればいい」（４５．９％）、「学校生活が楽

しければ、成績にはこだわらない」（３２．７％）、

「今は勉強することが一番大切なことだ」

（２４．５％）、「そんなに勉強しなくても、なん

とか進学できるだろう」（１６．７％）となる。

上昇志向はかなり強く、「進学のための手段」

としての学力の重要性を見落としているわけ

ではない。とはいえ、学力は、「将来ふつう

に生活するのに困らないくらいの学力」であ

って、それ自体を絶対視しているわけではな

い。学校が楽しければよいというのでもなけ

れば、勉強一辺倒でもない。中学生は独特の

バランス感覚をもって、勉強や学力をみてい

るようである。

一貫した時系列変化はさほどみられないが、

「今は勉強することが一番大切なことだ」が

約５ポイント減となり、「どこかの高校や大

学・短期大学に入れる学力があればいい」が

８ポイント以上増え、第１回調査のレベルに

戻った点が目を引く。

�成績観・学力観
中学生は、学力の重要性を見落としているわけではなく、成績にこだわらな
い者は少数派。他方では、「将来ふつうに生活するのに困らないくらいの学
力があればいい」という回答が６２．８％に上る。

注１）複数回答。 注２） は該当項目なし。 注３）（ ）内はサンプル数。

表１－２－３ 成績観・学力観（時系列）

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）

将来ふつうに生活するのに困らないくらいの学力があればいい ５９．３ ６２．１ ６２．８

できるだけいい高校や大学に入れるよう、成績を上げたい ６２．６ ５６．４ ５７．８

どこかの高校や大学・短期大学に入れる学力があればいい ４４．１ ３７．７ ４５．９

学校生活が楽しければ、成績にはこだわらない ２７．８ ３３．７ ３２．７

今は勉強することが一番大切なことだ ２９．８ ２９．７ ２４．５

そんなに勉強しなくても、なんとか進学できるだろう １２．０ １６．７

あなたは、次のように思うことがありますか。

（％）
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中学生は、よい成績をとるためにはどのよ

うな条件が大切だと考えているのだろうか。

ここでは、第２回調査と同様に、１０の条件を

あげてそれぞれの「大切さ」を評定してもら

った（表１－２－４）。

「とても大切」の割合でみると、「授業をし

っかり聞く」（７９．４％）、「努力」（７７．８％）、「上

手な勉強法」（７１．４％）がトップ・スリーで

ある。中学生は、授業を中心にして上手な勉

強法を身につけながら努力することがよい成

績をとる鍵を握っていると考えている。これ

に、「人に負けたくないという気持ち」

（５２．７％）、「教え方の上手な先生」（４５．２％）、

「自分に合った問題集・参考書」（４１．３％）が

続く。「よい学習塾や予備校に行く」（１０．４％）、

「家族の協力」（１３．４％）、「生まれつきの能

力」（１７．９％）、は「よい成績」には結びつき

にくいととらえられている。

これらの順位は第２回調査とまったく同じ

であるが、細かくみるといくつか変化もみら

れる（同表）。たとえば、「運」（「とても大切」

「まあ大切」の合計で第１回調査よりも７．１ポ

イント増）や「よい学習塾や予備校に行く」

（５．４ポイント増）は、本人の努力によっては

カバーしきれない要因（しばしば家庭の文化

的・経済的環境によって左右される条件）で

ある。これらが少しずつウェートを大きくさ

せている点は気になるところである。

�よい成績に大切だと思うこと
よい成績をとるのに大切な条件トップ・スリーは、「授業をしっかり聞く」
「努力」「上手な勉強法」である。「運」や「よい学習塾や予備校に行く」を
あげる割合が第１回調査よりも増加している。

注１）数値は「とても大切」と「まあ大切」の合計。 注２）第３回の〔 〕内は「とても大切」の割合。
注３）（ ）内はサンプル数。

表１－２－４ よい成績に大切だと思うこと（時系列）

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２５０３）

努力 ９６．９ ９６．９ ９７．４〔７７．８〕

運 ５８．６ ５６．９ ６５．７〔２２．８〕

上手な勉強法 ９４．４ ９４．９ ９５．６〔７１．４〕

自分に合った問題集・参考書 ７９．８ ８２．０ ８０．１〔４１．３〕

授業をしっかり聞く ９５．８ ９６．６ ９６．５〔７９．４〕

生まれつきの能力 ４５．１ ４４．６ ４６．９〔１７．９〕

人に負けたくないという気持ち ８５．７ ８４．９ ８４．７〔５２．７〕

家族の協力 ４９．７ ４７．４ ４９．８〔１３．４〕

よい学習塾や予備校に行く ３４．７ ３８．３ ４０．１〔１０．４〕

教え方の上手な先生 ７８．７ ８０．３ ８１．０〔４５．２〕

よい成績をとるためには、次のことはどれくらい大切だと思い

ますか。

（％）
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学習は、単に知識を習得すること自体の喜

びだけでなく、中学生が視野や生活世界を広

げていくきっかけをもたらしてくれる。ここ

では、９つの項目を設定して、それぞれにつ

いて４段階（「よくある」「時々ある」「あま

りない」「ぜんぜんない」）で回答してもらっ

た（図１－２－３）。

「よくある」「時々ある」の合計でみると、

もっとも多いのは「生き物や自然を『すばら

しい』とか『ふしぎだな』と感じる」（６８．８％）

であり、これに「自分や相手の気持ち・考え

をうまく出し合えたらいいなと思う」

（６３．９％）、「社会のしくみや歴史のできごと

を『すばらしい』とか『ふしぎだな』と感じ

る」（５７．１％）、「国語の教科書を読んでいて、

登場人物や書いてある内容に興味がわいてく

る」（５６．４％）が続く。これに対して、「数学

の問題の解き方を考えたり工夫したりするの

が好きだ」（３３．６％）や「社会のしくみや歴

史のできごとを調べたり考えたりするのが好

きだ」（４１．１％）や「数学の考え方や解き方

を『すばらしい』とか『ふしぎだな』と感じ

る」（４２．８％）のはどちらかといえば少数派

である。第２回調査と比べても大きな変化は

なく、新学習指導要領の内容が移行措置によ

り一部実施されていても専門家の感じ方・受

け取り方を中学生たちに伝えていくことはで

きていない。

重要な違いは、性差に表れている。男子が

「数学の考え方や解き方を『すばらしい』と

か『ふしぎだな』と感じる」「数学の問題の

解き方を考えたり工夫したりするのが好き

だ」「社会のしくみや歴史のできごとを調べ

たり考えたりするのが好きだ」「社会のしく

みや歴史のできごとを『すばらしい』とか『ふ

しぎだな』と感じる」と答えるケースが多い

のに対して、「英語を使って外国の人と話し

たり、手紙を書いたりしてみたい」「自分や

相手の気持ち・考えをうまく出し合えたらい

いなと思う」の２項目は女子に顕著である。

前節の知見と照らし合わせるなら、この違い

にはコミュニケーションや人間関係に対する

興味・関心の違いが表れていると考えてよい。

「学ぶことの内的なインセンティブ」が男女

によって大きく異なっている状況を認識する

ことは、学力についての議論の中ではすっぽ

りと抜け落ちている重要なポイントである。

２．学習していて感じること

数学や社会を自ら工夫して考え学ぶという中学生は比較的少なく、この５年
間で状況は変わっていない。男女によって学ぶことの動機づけが異なってお
り、女子の場合、コミュニケーションや人間関係への関心が高い。

Ｑ あなたは勉強していて、次のように感じることがありますか。
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０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

生き物や自然を「すばらしい」
とか「ふしぎだな」と感じる�

自分や相手の気持ち・考え
をうまく出し合えたらいいな
と思う�

社会のしくみや歴史のでき
ごとを「すばらしい」とか「ふ
しぎだな」と感じる�

国語の教科書を読んでいて、
登場人物や書いてある内容
に興味がわいてくる�

英語を使って外国の人と話
したり、手紙を書いたりして
みたい�

生き物や自然のことを調べ
たり考えたりするのが好きだ�

数学の考え方や解き方を「す
ばらしい」とか「ふしぎだな」
と感じる�

社会のしくみや歴史のでき
ごとを調べたり考えたりする
のが好きだ�

数学の問題の解き方を考え
たり工夫したりするのが好き
だ�
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�
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�
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注１）数値は「よくある」と「時々ある」の合計。�
注２）サンプル数は全体２５０３人、男子１３０７人、女子１１８４人。�

（％）�

図１－２－３　学習していて感じること（性別）�
�

６８．８�

７３．６�

６３．４�

６３．９�

５９．６�

６８．６�

５７．１�

６３．０�

５０．７�

５６．４�

５２．９�

６０．１�

４９．４�

３８．０�

６１．７�

４８．７�

５４．２�

４２．４�

４２．８�

４９．４�

３５．２�

４１．１�

４７．５�

３３．９�

３３．６�

４０．９�

２５．３�

●第３回学習基本調査 中学生版

－５７－



さて、中学生は勉強する過程で、どのよう

な悩みを抱いているのだろうか。第３回調査

では、「小学校までにもっと勉強しておけば

よかった」を新しく項目として加え、全部で

１５項目について複数回答形式で回答を求めた。

もっとも多かったのは、「どうしても好き

になれない科目がある」（７３．２％）であり、

全体の４分の３にも及んでいる（表１－２－

５）。さらに、「上手な勉強の仕方がわからな

い」（６８．８％）、「覚えなければいけないこと

が多すぎる」（６３．０％）と続き、「どうしてこ

んなことを勉強しなければいけないのかと思

う」（５６．５％）、「こつこつと努力できないで

困る」（５５．７％）、「わかりやすい授業にして

ほしい」（５２．２％）も半数を超えている。こ

れに対して、多くの中学生は、よい参考書・

問題集がないことや親や教師の期待を必ずし

も悩みとして受け止めていない。これは、中

学生時点ですでに学習への構えが分化してお

り、彼らなりに受容しているからではないか

と考えられる。

性別にみると、ほとんどの項目で女子のほ

うが多く、「自分は生まれつき頭が悪いので

はないかと思う」「覚えなければいけないこ

とが多すぎる」「上手な勉強の仕方がわから

ない」といった気持ちを抱く生徒が男子より

も多い。

時系列でみると、第２回調査ではあまり変

化を示さず、第３回調査で増加した項目が目

立つ（図１－２－４）。総じて肯定する割合

の大きな項目で、さらに率が高まったケース

が多い。一貫して増加しているのは、「どう

してこんなことを勉強しなければいけないの

かと思う」であり、第１回調査よりも１０．６ポ

イントも増加している。学習内容の意味が意

識の上で少しずつ希薄になっていることが学

習時間の減少などの一因となっているのかも

しれない。

３．学習上の悩み

「好きになれない科目」があり、「上手な勉強法がわからない」という悩みが
一般的で、悩みは女子に多い。「どうしてこんなことを勉強しなければいけ
ないのかと思う」という意識は一貫して強まっている。

Ｑ あなたは勉強について、次のように思うことがありますか。
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注１）複数回答。
注２）� �は男女で１０％以上、＜ ＞は５％以上差があるもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

表１－２－５ 学習上の悩み（性別）

全体（２５０３） 男子（１３０７） 女子（１１８４）

どうしても好きになれない科目がある ７３．２ ７１．３ ７５．３

上手な勉強の仕方がわからない ６８．８ ６４．７ ７３．４

覚えなければいけないことが多すぎる ６３．０ ５８．０ ６８．６

どうしてこんなことを勉強しなければいけないのかと思う ５６．５ ５３．２ ６０．４

こつこつと努力できないで困る ５５．７ ５４．１ ５７．３

わかりやすい授業にしてほしい ５２．２ ４９．０ ５５．８

世の中に出てから、もっと役に立ちそうな勉強がしたい ４８．７ ４９．２ ４８．１

勉強する科目を自分でもっと選択できるといい ４５．７ ４５．６ ４５．８

もっと科目の数を減らしてほしい ４４．４ ４４．５ ４４．３

努力しても成績が思うように上がらない ４１．６ ３８．２ ４５．７

自分は生まれつき頭が悪いのではないかと思う ３８．９ ３４．７ ４３．７

親の期待が大きすぎる ２５．０ ２８．６ ２１．２

先生は成績にこだわりすぎる ２１．９ ２０．４ ２３．８

よい参考書や問題集が見つからない １５．７ １５．４ １６．０

小学校までにもっと勉強しておけばよかった ４１．６ ４２．２ ４０．８

（％）
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図１－２－４　学習上の悩み（時系列）�
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図１－２－５　高校への進学希望（時系列）�

注）（　）内はサンプル数。�

最後に、中学校を卒業してからの進路など

について尋ねた。

まず、卒業後進学を希望する中学生は、全

体の９４．６％に及んでいる（図１－２－５）。

高校進学は社会心理的に義務化しているとい

ってよい状況にある。

４．進路・進学意識

�高校への進学
高校進学希望率は９４．６％である。普通科希望が７割を、専門学科希望も２割
を超える。また、「推薦入試」志向が強まっている。「みんなで楽しめる学校
行事が豊富な高校」を希望する者が最多で、「自分の好きな教科・科目を自
由に選択できる高校」も人気が高い。

Ｑ あなたは中学卒業後、高校（高等専門学校を含む）に進学した

いと思っていますか。

［思っている人にうかがいます］
●どの学科に進学したいですか。
●どのような高校に進学したいですか。
●高校へ進学する方法には、大きく分けて「推薦入試」と「一

般入試」の２つの方法があります。あなたは、どちらの方法

で進学したいですか。
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図１－２－６　希望する学科�

注）サンプル数は２３６９人。�

普通科�
７１．３�

専門学科�
（商業科や�
工業科など）�
２２．２�

総合学科�
２．７�

その他の学科�
３．０� 無答・不明�

０．９�

（％）�

図１－２－７　希望する入試方法�

注）サンプル数は２３６９人。�

できれば�
推薦入試で�
５６．６�

できれば�
一般入試で�
４１．９�

無答・不明�
１．５�

（％）�

さらに、進学希望者にのみ希望する学科な

どを尋ねてみた。普通科希望が７１．３％、専門

学科が２２．２％を数え、総合学科は２．７％にと

どまった（図１－２－６）。全体的に普通科

志向が強い中で、特に男子を中心に専門学科

人気が比較的高い点は注目される。あわせて、

高校進学の際の入試方法について尋ねている

が、一般入試よりも推薦入試を好む生徒が

１４．７ポイントも多い（図１－２－７）。

それでは、中学生はどのような高校を希望

しているのか（図１－２－８）。９つの項目

（「その他」を含む）について複数回答を求め

たところ、極端に抜きん出てはいないが、「み

んなで楽しめる学校行事が豊富な高校」

（６２．３％）がもっとも人気が高く、「自分の好

きな教科・科目を自由に選択できる高校」

（５８．９％）がこれに続く。「校則がきびしくな

い高校」（５１．６％）や「職業資格を取るのに

有利な高校」（５０．３％）が半数にも達してい

る。これに対して、「それほど努力しなくて

も入学できる高校」（２０．１％）や「体験的な

学習などのカリキュラムに特色のある高校」

（２０．３％）を希望する者は比較的少ない。さ

らに、「進学状況のよい高校」もわずか３３．４％

にとどまっている。性別による違いも比較的

大きく、「校則がきびしくない高校」と「み

んなで楽しめる学校行事が豊富な高校」は女

子に人気があり、「部活動のさかんな高校」

は男子に希望者が多い。
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０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

女子�

男子�

全体�

女子�

男子�

全体�

女子�

男子�

全体�

女子�

男子�

全体�

女子�

男子�

全体�

女子�

男子�

全体�

女子�

男子�

全体�

女子�

男子�

全体�

�

女子�

男子�

全体�

�

（％）�

６２．３�

�５３．７�

７１．３�

５８．９�

５６．２�

６１．９�

５１．６�

４２．３�

６１．９�

５０．３�

４８．１�

５２．９�

４３．９�

４８．４�

３８．９�

３３．４�

３３．７�

３３．２�

２０．３�

１７．９�

２２．７�

２０．１�

１９．０�

２１．２�

５．４�

４．７�

６．３�

図１－２－８　希望する高校のタイプ（性別）�

�

�

注１）複数回答。�
注２）サンプル数は全体２３６９人、男子１２２８人、女子１１３１人。�

みんなで楽しめる学校行事が�
豊富な高校�

自分の好きな教科・科目を�
自由に選択できる高校�

校則がきびしくない高校�

職業資格を取るのに有利�
な高校�

部活動のさかんな高校�

進学状況のよい高校�

体験的な学習などのカリキュ
ラムに特色のある高校�

それほど努力しなくても入学
できる高校�

その他�
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最後に、６つの選択肢を設けて、将来の進

路希望を尋ねた。なお、第３回調査について

は、高校進学希望者（２３６９人）を母数にして

いるため単純な比較には注意が必要である。

とはいえ、希望する進学段階の大まかな傾向

はつかめる。

「四年制大学まで」が３１．７％でもっとも多

く、「高校まで」が２６．８％、以下、「専門学校・

各種学校まで」（１９．７％）、「短期大学まで」

（１４．４％）となっている（表１－２－６）。女

子は、二年制の中等後教育機関（「専門学校・

各種学校」や「短期大学」）への希望が多く、

男子は「高校まで」「四年制大学まで」を希

望する者が多い。さらに重要なのは、「専門

学校・各種学校まで」と「高校まで」の希望

者の割合が第１回調査よりそれぞれ５ポイン

ト前後増加したという点である。「短期大学

まで」は下げ止まったが、不況下において高

等教育の「地図」は少しずつ変わり始めてい

るのかもしれない。

�希望する進学段階
希望する進学段階の最多は「四年制大学まで」（３１．７％）であるが、女子は
二年制の中等後教育機関を希望する傾向がある。また、「専門学校・各種学
校まで」「高校まで」の希望者が増加傾向にある。

表１－２－６ 希望する進学段階（時系列・性別）

注１） は該当項目なし。
注２）� �は男女で１０％以上、＜ ＞は５％以上差があるもの。
注３）（ ）内はサンプル数。第１回、第２回調査では全員に回答してもらっているが、第３回調査では高校進学希望者を母数としている。

Ｑ

第１回（２５４４） 第２回（２７５５） 第３回（２３６９）
第３回

男子（１２２８） 女子（１１３１）

高校まで ２２．２ ２６．１ ２６．８ ３１．１ ２２．２

専門学校・各種学校まで １４．６ １６．２ １９．７ １３．３ ２６．７

短期大学まで ２０．０ １４．３ １４．４ １０．３ １８．８

四年制大学まで ３９．５ ３２．７ ３１．７ ３６．７ ２６．０

大学院まで ６．８ ５．４ ６．５ ４．２

その他 １．８ １．５ １．３ １．４ １．１

あなたは中学卒業後、高校（高等専門学校を含む）に進学した

いと思っていますか。

［思っている人にうかがいます］
●あなたは将来、どの学校まで進みたいですか。

（％）

＞

�

＜

�
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